
◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

新規 事務事業名 マルチスポーツ･障がい者スポーツ推進事業
担当
部署

市民環境部 スポーツ課

事業No.35実施計画兼評価シート（令和元年度事業分）
【計画ベース】

事業
区分

総合計画体系 根拠法令
計画など

鳴門市スポーツ推進計画
基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

政策(中項目) 4 生きがいあふれるまち　なると

事業
期間

開始 元

スポーツ活動の推進

年度
　　　(小項目) スポーツ・レクリエーション

施策 3 生涯スポーツの振興
終期

基本事業 2

目的
子どもから高齢者、障がいの有無を問わず、スポーツ・運動する
機会を創出することで、「生涯スポーツ社会」の実現を目指す。

事業
内容
（R1)

①幼児期におけるマルチスポーツの推進
・市内幼稚園、認定子ども園で陸上・体操・リトミック等の運動教室を実施す
る。
・幼児の運動能力調査を実施し検証を行う。
②障がい者スポーツの推進
・車いすスポーツを体験する障がい者ふれあい交流授業を市内の小中学校
で実施する。
・定期的に車椅子バスケットボール・車椅子ソフトボールを実施し障がい者と
健常者がともに交流し活動する場を創出する。

実施
方針

①幼児期にさまざまな運動・スポーツを体験する機会を創出する
ことにより、しっかりと体を動かす土台を作り、児童期以降での運
動能力向上につなげる。
②障がい者スポーツの普及・促進により、障がいのある人とない
人が一緒に活動できる地域社会を目指す。

当初
からの
変更点

指標名 平成29年度実績 平成30年度実績見込 令和元年度目標 令和2年度目標 令和3年度目標 単位

活動指標
実施した事業の活
動量を示す指標

1 幼児期におけるマルチスポーツ推進事業実施回数 85 85 85 回

2 障がい者スポーツ推進事業実施回数 3 3 3 回

成果指標
対象にどのような効
果があったか示す指
標

指標名 平成29年度実績 平成30年度実績見込 令和元年度目標 令和2年度目標 令和3年度目標 単位

訪問指導・教室実施回数 88 88 88 回

事業の
実施内
容推移

年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

各年度の実施
（予定）内容

①幼児期におけるマルチ
スポーツの推進
②障がい者スポーツの推
進

継続 継続

令和２年度 令和３年度
当初予算額 補正予算額・繰越額等 全体予算額

計 1,800 0 1,800 1,800 1,800

年　　度
令和元年度

事業費推移
（千円）

第六次総合計画後期基本計画の成長戦略に該当の有無 次期総合戦略掲載予定の有無 SRP2020該当の有無

ふるさと納税寄附金等要求 ボートレース鳴門まちづくり基金活用予算要求

第六次総合 次期総合 SRP20

ふるさと納 ボートレース



◎評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

事務事業名 マルチスポーツ･障がい者スポーツ推進事業

【実績ベース】
◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

令和元年度実施内容

幼児期におけるマルチスポーツ推進事業では、市内の幼稚園・認定子ども園７園に指導者を派遣して陸上・体操・ダンス等の運
動指導を８５回実施し、運動能力向上を図るとともに、スポーツへの関心を高めた。また、事業実施後には測定員を派遣して運
動能力調査を実施し効果測定を行った。
障がい者スポーツ推進事業では、小学生に障がい者スポーツを知ってもらうため、市内３小学校において障がい者ふれあい交
流授業を実施した。また、定期的に車いすバスケットボール等を実施し、障がい者と健常者が交流し活動する場を提供した。

指標名 平成３０年度実績 令和元年度実績 令和２年度目標 令和３年度目標 令和４年度目標 単位

活動指標
実施した事業の活
動量を示す指標

1 幼児期におけるマルチスポーツ推進事業実施回数 85 85 85 85 回

2 障がい者スポーツ推進事業実施回数 3 3 3 3 回

成果指標
対象にどのような効
果があったか示す
指標

訪問指導・教室実施回数 88 88 88 88 回

目標達成率(実績/目標) 100.0 ％

年　　度 平成30年度決算
令和元年度決算

前年度からの繰越決算額 決算額 令和２年度への繰越額 最終事業費

計 0 1,800,000 0 1,800,000

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

地方債 0 0

0

県支出金 0 0 0 0

0 0

使用料・手数料 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

マルチスポーツ・障がい者スポーツ推進事業を実
施し、目標としていた訪問指導回数に達した。

目標

一般財源 0 1,800,000 0 1,800,000

事業費推移
（円）

評価 A:目標を達成できた

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

成果指標に対
する評価

指標名 訪問指導・教室実施回数

成果指標に対
する所見

1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

88 回

実績 88 回

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

令和２年度
子どもから高齢者、障がいの有無を問わず、さまざまなカテゴリーでスポーツ振興を図る観点から、総合型地域ス
ポーツクラブと連携し、運動の機会を十分に提供できていない就学前の子どもや障がいのある方を対象とした事業を
実施する。

令和３年度 今年度の実施状況により、次年度以降検討する。

課題
幼児期におけるマルチスポーツ推進事業を実施していく上で、訪問する各幼稚園等と総合型地域スポーツクラブとの間で訪問日数・回
数など綿密な連絡・調整が必要となる。

今後の方向性


